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早期教育に過度に熱心な母親

Ｅ男：２歳８カ月，知的水準:境界域精神遅滞

主訴：ことばの遅れ，多動，療育センターで自閉症といわれた

生育歴：妊娠中，とくに異常なし。満期正常分娩。頚座３カ月，寝返り７～８カ月，

はいはいはみられず，始歩１歳４～５カ月。歩き始めると，どこへでも行ってしまい，

しばしば迷子になっていた。発語は８～９カ月と早かった。しかし，「ママ｣などの単語

は聞かれたものの，以後ことばの数はさほど増えなかった。まだ赤ん坊の頃から母親は

英語の教材を使って，子どもに英語のビデオを見せ，英語で声かけをしていた。１歳８

カ月頃，－度だけ二語文で応答したことがあったが，その後は言わなくなった。２歳に

なって単語数が増えてきたが；日本語と英語の両方だった。２歳６カ月頃から，二語文

が再び出始めた。身体運動発達は全般的に遅かった。

栄養は混合乳で,昼夜問わずよく飲んだ。１歳８カ月，遠方への旅行をきっかけに断

乳した｡以後,Ｅ男はまったく母乳をほしがらなくなった｡排池訓練は７カ月から始め，

10カ月頃でほぼ自立しかけていたが，つかまり立ちをするようになってからパンツをい

やがり始め，今ではオムツを使用している。人見知りはこれまでまったくなく，母親の

後追いをすることもなかった。知らない人にも平気で抱っこを要求していた。

絵本を見るのが好きで，パズルも得意である。動物が好きで動物の名前はよく覚えて

いる。歩き始めると，ほかの知らない子どもや友達などをつねったり叩いたりすること

が多くなった。最近では噛みつくこともある。

１歳６カ月検診のときに，母親はことばの遅れが心配で相談したが，２歳まで待つよ

うに言われた。２歳になってもことばが伸びなかったので，保健師からことばの教室を

紹介される。Ｅ男は集団行動が苦手で，列をはみ出したり，急に窓の外の車を見たりす

るために，個別相談を勧められる。個別相談では療育センターを紹介され，２歳４カ月

頃から通い始める。療育センターで，担当医に軽度の自閉症と言われる。そこで出会っ

た母親たちから筆者を紹介されて受診となった。

家族櫛成：父親は会社員。育児には協力的である。母親は太児の妊娠を機に会社を辞

め，妊娠中から今までやりたくてもやれなかった趣味をいろいろと始めたという。今も

専業主婦であるが,将来のためにある資格取得をめざし試験勉強中である｡療育センター
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で指摘されてからは日本語で話しかけるように心がけているｃ
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生い立ちや自分の両親について次か

診時，母親は子どもの育児に対して強い不安をもち，自分の

立ちや自分の両親について次から次へと喋りまくる．子ども

に戻しても，すぐに自分の母親の括になる。探育センターで

の告知を受けてショックを受けたという割には明るく滞り，

ものことでどこまで不安をもっているのか疑問に感じるほど

の話
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_子ど

る｡自分の生い立ちが子どもにどのように影響しているのか‘

も気になっているともいう。

由に遊んでいるときの印象では，Ｅ男はとてもお

カーや砿IiIを手に持って小声で母親にこれは何か

がら扱っていると，母製は椅子に座ったまま．逆

で語りかけている。しかし．抑揚の乏しいことば

蝋難臓診蹴撫縦柵撫瓢
一説紘色を伺うようにして視線を向けることはあっても,そのほか
ｐｗ■ご藍色｡

.；‘のときには玩具に目をやっていることが多く,身体的に触れ合っ

■－

たり，接近したりして11.えるような仕草をとあことはない。二人

のことばのやりとりに傭動面の変化はほとんど感じられず‘平板

なやりとりに終始している。Ｅ男がいろんな玩典を取り出しては

眺めていると，母親はそれが何かと細かく脱ﾘＩしている。何の玩

具か，その説明に､:親の意細は注がれていあ印象が強く，子ども

力洞をどうしたいのか，その気持ちの動きに関心は向けられてい

ない。

ストレンジヤー(ST)が入室してからも親子のやりとりはさほ

ど変わらないが，ｓＴもj〃の鰍mI気に緊吸が勝発されたのか‘川

れ物に触為ようにして過度にやさしく接している。･吐子二人のと

きよりもＥ男の発語が心持ち少なくなったようだ。オ琴を叩き始

アタッチメント行動をとるかを観察し評価するものであるｃ

小児瑞渡鋪32巻

気になる梯子はなく，ためらいなく部屋を出ていく。Ｅ男は母親

がすぐに出ていくのに気がついて目で追っていたが,後追いをす

ることはなく，表1Wひとつ変えることなく、淡々とそれまでやっ

ていた遊びを続けている。ＳＴは小声で語りかけながら相手をし

ているが,Ｅ男はいっさい声を出すことはない。一見すると母親

の不在にも平気なようであるボ実際には心細くなったであろう

ことが.彼の発語が消えたことで見て取ることができる。母親と

一緒にいたときには小声でもよく話していたのとは対照的であ

る。警戒的になったことは明らかだが母親を追いかけることは

いっさいなく‘心細さを表に現すことはない。語りかけるＳＴに

対して自分からかかわりを求めて行動することはない。しかし，

ＳＴの遊びはよく見ていて.時折ＳＴのやっていることをそのま

まそっくり模倣して遊んでいる。

母親力涙ってくると，Ｅ男は少しばかり嬉しそうに母親を見て

いた汎自分から恐親に近づくことはない｡継親は入室してＥ男

を見るなり‘自分のカバンの中からハンカチを取り出し，即座に

Ｅ男の鼻水を拭いている。Ｅ男も母親が近づいてくると，すぐに

これは何だと母親に聞いてもらいたそうに語りかけ始め，母親と

の再会によって発僻が急にjWえてきたのが印象的である。ミニ

チュアのウシを手に持ち，食べ物をつぎつぎに食べさせ始める。

そばでずっと見ていた母親は｢ウシさん．おなかいっぱい｣と言い

始める。ウシに食べさせることばかり繰り返しているＥ男の遊び

を見ていて，母親はその遊びをやめさせたくなったからではない

かと想像されるような唐突な語りかけであった。それによって二

人の遊びがより楽しいものになるということはまったくない。遊

んでいるようには見えても，Ｅ男の体の動きからすると，楽しん

でいるようには感じられない。相変わらず，母親とのlMjではよそ

よそしさを感じさせる。

再び母親が退室して今度はひとりぼっちになる。母親が出てい

くのを11で追ってはいたが，さきほどと伺椛にⅡ立った反応はみ

られない。再び発語がまったく聞かれなくなった。一見平気そう

に，玩具を次々に扱ってはいるがｂ遊びに集中している様子では

ない。

ＳＴが入寵したがとくに声を出すこともなく，それまでと同

じような遊びを繰り返していた。

Ｅ男は母親の入室前からその動きを察知じてドアのほうを見て

いた。母親が入ってくるとＥ男は少しうれしそうな反応を示す。

しかし‘秤び黙々と玩典を手にして遊び始める。まもなくなぜか

部屋の中を動き始めた。戯親はそれに合わせるようにしてトラン
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ポリンや滑り台があるとＥ男に指さしながら教えている。すぐさ

ま母親の誘いに動かされるようにしてＥ男は滑り台を滑り始め

た。滑り終わると，もう一度滑ろうと言って，滑り台の階段のほ

うに行こうとしたがｂ母親はＥ男に向かって｢ごろん(前娠)しな

い？ごろんは？マットがあるよ。ごろんしない？｣と声をかけ

た｡遊びの流れからすると,とても不自然で唐突な言葉かけであっ

た。Ｅ男は一瞬戸惑いを見せて滑り台のほうに行こうとしたが，

母親はさらに同じことを言い続ける。すると，Ｅ男はマットの上

を賑がるように前転を始めた。気の乗らない動きだったので，ぎ

こちなくよろめいたボそれを見た母親は｢ちょっとだめね｣と否

宗的な言葉をかけている。

ＳＳＰのまとめ

猷親の子どもへのかかわりを見ていると，子どもの動きに同調

するような動きがまったく見られず.ことばによって子どもをリ

モートコントロールしているように見える。表面的には母親の言

葉かけは優しい瓶入室して子どもと再会すると，子どもの鼻水

に目がいき，すぐにハンカチで拭き始めたように，子どもの見か

けの湊が周囲からどのように見られるか，そのことをいつも気に

かけている。また，文脈とはほとんど関係ないような唐突な子ど

もへの指示が行われ，それに子どもは動かされ，その動作を母親

は上手にできたかどうかすぐに評価して子どもに語りかけてい

る。母親が日頃から自分や子どもが周囲からどのように見られ評

価されるかを気にかけて生活していることが想像される。子ども

と母親との間に気持ちはまったくといっていいほど通い合ってお

らず，淡々としたかかわりに終始している。母子の身体の動きを

みていると，遊びの楽しさなどの悩勤の変化がまったくこちらに

は伝わってこない。アタッチメントパターンはＡタイプ(回避

型)注)である。

ビデオによるフィードバック

(VTRフィードバック）

SSPを実施した後．雛者は．脳親にそのときの子どもの様子･を

注２：Ａタイプ(回避型)とは，養育者との分離に際し泣いたり混乱を

示すということがほとんどなく‘再会時にも蕊育晋から同避的な反応を
するタイプで．誰蒲器が安全薙地として機能していないものを指す。
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したいのです｣と尋ねたとき，「それはやっぱり自立というか，自

分で生きていく生存能力ですね。だから子どもに対しても生存能

力の商い子になってほしい。どういう環境でも生きていける子に

なってほしいと思っているんです｣と回答したことである。自分

のこれまでの被錠育体験を肯定的に捉えていること，さらには自

分の子どもに対してもIii１じょうに接することが大切であると確信

Ｙｘ.いれず｢まず,I‘I立｣と硫侭的に答え,ついで｢あとは大志とまで
はいかないまでも，今後向分で何をやりたいとか，目的をもって

‘いてほしい｣と語っている。いかに自立への志向が強いかがよく

うかがわれる反応である。

そのほか印象的であったのは，本人に｢ご自身が子どもだった

頃の経験から，とりわけ学んだと思うことはありますか。子ども

・時代に，あなたが経験したことから学んだと感じることをお聞き

小児溶液

iらかに被虐待体験と思われるような内容ＡＡＩでの評価は，Ｉリ

第32巻姉９号

注４：アタッチメント軽視(拒絶)型とは．自分の人生におけるアタッチ

メント関係の並腰性や影靭力を低く評価するタイプ。表面的には尚分の
親のことを理想化し、肯定的に岬価したりするが‘親との典休的な相互
作川やエピソードについてはほとんど語ることがなく．浴准的に，親あ
るいは他者との裂密な関係を避けようとしていることがうかがわれる命
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であるにもかかわらず,自分の母親に対して肯定的に語っている。

そのことからアタッチメント軽視(拒絶)型幽>と思われる。しか

し,過去の親子関係について想起している般中に,涙を流すなど

いまだその葛藤が強く，動揺しやすい状態にある。初診時に子ど

ものことよりも自分の生い立ちや自分の親のことを盛んに語りた
がっていたことにそれが端的に示されている。

１
１
１

関係支援の経過

月に１回～数回の頻度でのセッションを開始したが，そこで錐

者が心がけたのは，Ｅ男の気持ちを解放して自分を表に現すこと

ができるようになることであった。すると担当スタッフとのlIUで

しだいに自分を少しずつは表現するようになっていった。それと

平行して母親との面接ではセッションでの子どもの嫌子を取り上

げながらともに考えていくように心がけた。母親は子どもの様子

を見ては自分の子ども時代を盛んに想起していた。たとえばＥ

男は周囲の人たちがとても気になり，そのため注意や関心が拡散

してしまい，かつ周囲の人たちの誘いや動きに吸い込まれるよう

にして動いてしまうことを取り上げたときには，胤分の幼児期～

学irjWの姿ととてもよく似ていると母親は想起し，自分も周りの

大人の意向に非常に影響されてしまい,動かされてしまっていた。

自分がないような状態であった。それがよくなったのはずいぶん

後になってからだというのである。

このように面接では一見すると母親は子どものことがよくわ

かっているように語っている斌現実にはいまだ過去に強くとら

われ‘それが子どもとの関係にも強く反映していた。したがって．

このような状態にある母親との面接で内省的な態度を求めること

は好ましくないと判断し，子どもの主体性を少しでも確かなもの

にしていくことを心がけるにとどめた。母親には，子どもの気持

ちを受け入れ為ことが大切であるという思いはあっても‘それを

すると際限なく甘えを助長させてしまい，大変なことになるので

はないかという不安があるという。頭ではわかったつもりでも，
伽険としては脚分の身に残うていないため，現実の然燥感に突き

鐘。，心で’図織間の本をすべてというくらい読んだと思いますJ｢私は
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思いますか_lと尋ねると，「考えたことはな

(臥肌） Iま沼のことを思っているんだよ，というこ

い脇と思うんですけどね｣と述べて終わっ
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動かされるようにして，子どもと関わってしまっているのではな

いかと思われる。
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母親のこころのなか乳児のこころのなか

琴誰ご麗碧篭妬一

母親のこころに浮かぶ幻想的子ども像

前回，母親が子どもを前にした際に,思い浮かべている子ども

像には現実の子どものありようのみでなく，子どもへの期待や自

分の思い描いた理想の姿などが反映してい為ことを述べてきた。

そのことは実際の子育てを営んでいくうえでとても大切なことな

のだが,今回取り上げたような虐待が絡む事例においては，それ

らとは質的に大きく異なる深刻な子ども像が母親のこころに浮か

んでいることがわかる。その端的な例がここに示されている。子

どものこころの動きとは脈ﾉWfのない形で,子どもに唐突に前娠を

強いたりしている母親の姿である。なぜこのようなこと力起きる

図１母親のこころを通してみる子どものこころの世界力､といえば，このときの母親自身のこころにも脈絡のない形で，

過去の親子関係とその体験世界力徳突に浮かび上がっていたから

ではないかと思われるのである。

筆者の虐待関係の事例の臨床経験のなかで印象的であった事例

がすぐに思い起こされる。それは当時１歳４カノlだった女児(Ｆ

子)と母親との次のようなセッションの一コマである。

Ｆ子はなかなか母親に甘えることがなく‘母子関係が深まらな

いことが問題となっていた。あるセッションでＦ子と母親が遊ん

でいたが，Ｆ子はＭＩＵの小さな玩具に典味を示し，次々に手に

とって遊び始めた。ずいぶんと楽しそうであった誠あるときＦ

子は手に取ったミニチュアの飛行機を空中に飛ばしたかったので

あろうか，飛行機をもった手を伸ばして空を郷うように動かし始

めた。そのとき，そばで付き合っていた鰍親は碓かに叩かれるの

を守ろうとするかのようにして‘思わず手でｎ分の顔をWMった･


